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          放射線・紫外線 2.0％    1.0％ 医薬品 
       環境汚染、アスベスト 2.0％      1.0％ 食品添加物 
        社会経済的状況 3.0％ 
            飲酒 3.0％ 
        生殖要因 3.0％ 
 
     周産期・成長 5.0％            タバコ 
                           30.0％ 
    がんの家族歴 5.0％ 
 
      職業環境 5.0％ 
 
      感染 5.0～10.0％       成人期の食事・肥満 
                       30.0％ 
         運動不足 5.0％ 

発がんに関連する因子 

ヒトのがんの原因と関連のある因子 

ヒトの死因 

リスク 

がん 

  心疾患 
  脳疾患 
  感染症 
   など 

 出典：Cancer Causes Control 7: 55-58 (1996) より作成 

　私たちはさまざまながんの原因に囲まれて暮らしています。図の円グラフはアメリ
カのデータですが、食物や喫煙が、がん発生に密接に関わっているという知見が得ら
れています。これに放射線によるリスクが上乗せされるので、生物学的な面からだけ
いえば、放射線を受けないにこしたことはないということになります。
　そこで、Ｘ（エックス）線検査を断る、飛行機に乗らないようにするといった生活
をすることも可能ですが、その代わり、疾患の早期発見ができなかったり、生活が不
便になったりします。その割には、がんになる危険性が劇的に減るということもあり
ません。なぜなら、放射線以外にもがんになる原因が身の回りにいろいろあるからで
す。
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がんのリスク（放射線と生活習慣） 

1,000 ～ 2,000 
 
 

500 ～ 1,000 
 
 
 

200 ～ 500 
 
 

100 ～ 200 
 
 

100 未満 

放射線の線量 
（ミリシーベルト） 生活習慣因子 

 
喫煙者 
大量飲酒 （毎日3合以上） 
 
大量飲酒 （毎日2合以上） 
肥満 （BMI≧30） 
やせ （BMI<19） 
 
運動不足 
高塩分食品 
 
野菜不足 
受動喫煙 （非喫煙女性） 
 

1.8 
1.6 
1.6 
1.4 
1.4 
1.22 
1.29 
1.19 

1.15 ～ 1.19 
1.11 ～ 1.15 

1.08 
1.06 

1.02 ～ 1.03 
検出困難 

がんの 
相対リスク※ 

※放射線の発がんリスクは広島・長崎の原爆による瞬間的な被ばくを分析したデータ（固形がんのみ）であり、 
 長期にわたる被ばくの影響を観察したものではありません。 
※相対リスクとは、被ばくしていない人を1 とした時、被ばくした人のがんリスクが何倍になるかを表す値です。 

出典：国立がん研究センターホームページ 

リスク 

　これは国立がん研究センターが発表した放射線の危険度を、他の危険因子と比べた
表です。
　喫煙や大量飲酒の習慣は放射線を 1,000 ～ 2,000 ミリシーベルト被ばくするのと
同程度、肥満、やせ、運動不足、高塩分食品などは、200 ～ 500 ミリシーベルトの
放射線被ばくと同程度の発がんリスクがあると推定されています。
　一方、100 ミリシーベルト以下では、発がんリスクを検出するのが極めて難しい
状況です。
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